
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202６年度第 1学期ゼミ開講のお知らせ 

 沖縄学習センター客員教員の先生方による無料のゼミを開講いたします。それぞれのフィールドで 

活躍されている先生方より学んでみませんか。ご参加をお待ちしております。 

申込方法 
お申込みはメールのみ受付けます。お電話での受付は致しません。 
ゼミに関するお知らせ等は全てメールで行います。 
以下をご記入の上、（okinawa-zemi@ouj.ac.jp）までお申込みください。 
①タイトル：〇〇先生のゼミ申込みについて 

②氏名（フルネーム） ③学生番号  ④メールアドレス  ⑤希望のゼミ名 

受講料 場 所 受付期間 無 料 沖縄学習センター 各ゼミ開講の 1週間前まで 

※途中参加はできません 
※沖縄学習センター所属の学生対象 

井口直子先生 

 

 

 

大人の食育 ～思い出の食事・伝えたい食事を通して～ 
曜日 １０：３０～１２：００  ７月１日・８日・２９日（全３回） 

定員１０人 

 「食育」という言葉は、2005 年食育基本法施工後使用されていると思われがちですが、明

治時代から食事の重要性を説くうえで用いられています。現在、家庭や学校、地域で子ども

から大人まで、様々な場面で食育の取組が行われています。食育は、食の「知識+経験+対

話」を通して人生を豊かにしてくれます。これまでのご自身の食にまつわる思い出や食生活

などを振り返りながら、食と健康・栄養、食文化など…共に考えてみませんか。 

 

 

英文読解と基礎英文法 
曜日 １４：００～１５：３０   ６月１７日・２４日、７月１日・８日（全４回） 

定員１５人 

英語を母国語としない学習者が英語を定着させるためには、英文法の習得と英文読解の

学びを深めることが重要である。そのことが、発信型の英語学習の向上に役立ち、結果とし

てリーディング、ライティング、スピーキング、リスニング、インタラクションの能力を総合的に

伸ばすことにつながるものと考えられる。そのため、大学で使用する基礎的なリーディング

教材を活用し、英語力の運用能力を育成する。具体的には、実用英語検定試験準 2 級レベ

ルの教材を活用して、実践的英語力の向上を図るものとする。 

 
自分との対話 - コラージュを通して - 

曜日 １４：００～１５：３０   ５月２６日、６月２日・９日・１６日（全４回） 

 自己表現の手法のひとつである「コラージュ」の作成を通して、自分との対話を試みてみま

しょう。ゼミで使用する資料や、コラージュの素材・台紙・道具等は、こちらで用意します。心

理学関連科目の受講歴や知識がなくても参加可能です。コラージュ作成は個人のペースで

行いますが、最後にメンバー全員で分かち合いの時間を持ちたいと思います。お気軽にご

参加ください。 

井村弘子先生 

下地敏洋先生 

 

定員１０人 
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2026年４月より、客員教員の学習相談は【予約制】になります。

相談を希望する学生は『学習相談票』を窓口へご提出ください。

申し込み受付後、相談内容に応じて担当教員を決定し、相談日時

の調整をいたします。 
 

※お電話でのご予約も可能です。（電話番号 ０９８－８９５－５９５２） 

相談内容と希望日時（第三希望まで）をお伝えください。 
 

 

 

 

 

＊…＊…＊ 客員教員による学習相談 ＊…＊…＊ 

曜日 相談対応日時 担 当 教 員 専 門 分 野 

火 
10：00～13：00 小川 護 （沖縄国際大学特任教授） 人文地理学、地図学 

13：00～17：00 井村 弘子（沖縄国際大学名誉教授） 臨床心理学 

水 
10：00～13：00 井口 直子（琉球大学准教授） 給食管理、食育 

13：00～17：00 下地 敏洋（元琉球大学教授） 老年学、英語教育学 

木  
10：00～13：00 尚 真貴子（沖縄国際大学特任教授） 日本語教育 

金 14：00～17：00 屋  宏典（琉球大学名誉教授） 脂質生化学 

土 13：00～17：00 大湾 知子（元琉球大学准教授） 感染看護学、尿失禁看護学 

日 10：00～14：00 日熊 隆則（元琉球大学准教授） 情報数学、解析学 

       ※ゼミ開催中は、学習相談の対応は不可となります。 

 

 

その一言、ジェンダーかも？～心地よい伝え方の再発見～ 

曜日 １０：３０～１２：００  ５月２８日、６月４日・１１日・１８日・２５日（全５回） 

定員１０人 

 「男らしさ・女らしさ」という言葉に、違和感を覚えたことはありませんか。私たちの日常会話

や広告には、自分でも気づかないうちに、「無意識のジェンダーバイアス」が潜んでいること

があります。本ゼミでは、身近な事例から言葉の裏にある偏見を紐解き、誰もが自分らしく、

心地よく感じられる表現を実践的に学びます。特別な知識は不要です。当たり前だと思って

いた言葉を見つめ直し、新しい伝え方のヒントを一緒に探しませんか。 

尚真貴子先生 

 

学 習 相 談 
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※２０２６年度１学期 学習相談期間：４月７日（火）～９月１３日（日） 

 


